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従業員給与実態調査報告書

（令和６年３月）

一般社団法人　山口県建築協会
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令和６年３月　　

　　　会　員　各　位

一般社団法人　山口県建築協会　　　
会　長　　磯　部　雄　一　　

「従業員給与実態調査報告書」の送付について

　地域における建設産業は、脱コロナ禍による社会経済活動の回復が期
待された一方で世界的なエネルギー資源や建設資材の高騰、長期にわた
る建設投資の減少の中で、労働環境の悪化や雇用力の低下など多くの課
題を抱えており、とりわけ若手技術者や技能労働者不足が深刻化してい
る状況です。
　2024 年４月には働き方改革関連法により、建設業においても長時間
労働の是正の実施が求められていますが、適正工期の設定など発注者と
の取引環境もその要因にあるため、関係者を含めた業界全体としての環
境整備が必要です。さらに、適正な賃金水準の確保のため、公共工事の
労務単価が９年続けて引き上げられています。
　建築産業の担い手確保に当たっては、建築産業の魅力を高め、若年層
や女性の入職を促進し、適切な賃金水準の確保や社会保険の加入促進、
長時間労働の是正や週休２日に向けた環境整備をするなど建築就業者の
働き方の改善を図ることが求められています。
　こうした中、建設業の適正な管理・運営を行う上で、本調査資料を参
考にしていただければ幸いに存じます。
　末尾となりましたが、会員 116 社のうち 87 社（75.0%）が調査票を
提出され、ご協力を得ましたことを厚くお礼申し上げます。
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は　じ　め　に

１、調査の目的

　　　会員の令和５年 12 月分の給与及び令和５年中の賞与の実態を明かにし、　　

　会員の給与管理上の参考資料とすることを目的とする。　　

２、調査の方法

　　　会員に調査票を送付し、回答を求めた。

３、調査票提出会員数

　　　調査票提出会員数は、次表のとおりで、提出率は 75％であった。

　（注）令和５年 12 月末現在の会員数は、116 社である。

４、調査対象従業員

　　　建築技術職員、土木技術職員、営業職員、事務職員及び運転手の全員を対象

　　とし、会社（組）の代表者、非常勤または臨時の、役職員、土木建築以外の技

　　術職員、作業員、大工、左官等の労務者及び兼業部門の専従者は除いた。

2億円未満 2億円以上 5億円以上 10億円以上

総    数 87 16 33 17 21

岩　　国 5 2 1 0 2

柳　　井 2 0 1 0 1

周　　南 9 2 1 4 2

防　　府 7 1 2 2 2

山　　口 20 5 9 3 3

宇　　部 23 3 10 4 6

下　　関 14 3 6 2 3

萩・長門 7 0 3 2 2

区分 総数

完成工事高別
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５、各表の地区区分

　　　岩　　国　　岩国市

　　　柳　　井　　柳井市、大島郡、熊毛郡

　　　周　　南　　周南市、光市、下松市

　　　防　　府　　防府市

　　　山　　口　　山口市

　　　宇　　部　　宇部市、山陽小野田市、美祢市

　　　下　　関　　下関市

　　　萩・長門　　萩市、長門市

６、各表の完成工事高

　　　令和５年３月時点の経営事項審査申請書の直近２年分（又は３年分）の平均

　　完成工事高（土木工事等を含む）によった。

７、各表の根基

　（１）人数・平均年齢・給料・手当・計の各欄

　　　　新規・途中採用者を含む全員の平均値である。

　　　超過勤務手当の欄

　　　　超過勤務手当の受給者のみの平均額を別に括弧書として再掲した。

　（２）前年の計の欄

　　　　新規・途中採用者、途中退職者は含まれていない。即ち令和３年 12 月以　

　　降引き続き雇用されている従業員の令和４年 12 月の給料手当の合計である。

　（３）前年比の欄

　　　　（１）の平均値と（２）の平均値について、100 分比で掲げた。

８、各表の数値についての留意事項

　　　各表の地区別、完成工事高別、年齢別等の数値を比較参考する場合は、調査

　　票提出会員の完成工事高別の構成内容、平均年齢、集計された人数等を充分勘

　　案して判断していただきたい。特に一人当り平均給与額の地区別、完成工事高

　　別の格差は、主として年齢別の構成の相違によって生じている傾向が強いので

　　留意のこと。

９、山口県令和５年職員給与に関する報告（参考として報告書末尾に掲載）

　　　今回のポイントは、次のとおりです。

・月例給については、民間給与との均衡を図るため、月例給（給料表）を 1.05％

引上げる。

・特別給については、民間の特別給（4.51 月分）との均衡を図るため、期末手当

と勤勉手当の支給割合をそれぞれ 0.05 月分（年間 0.10 月分）引上げる。
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１．職種別 1 人平均給与月額　　〔令和５年 12 月分（賞与は除く）〕

人数 平均年齢 給料 手当 (超過勤務手当) 計 前年の計 前年比

男 31 62.6 495,678 128,898 133,500) 624,577 666,385 93.7

女 1 30.0 100,000 0 0) 100,000 100,000 100.0

男 99 62.0 276,263 106,037 61,823) 382,250 375,288 101.8

女 2 59.5 194,000 69,500 0) 263,500 263,500 100.0

岩　　国 3 61.7 352,000 162,276 1,500) 514,276 507,778 101.2

柳　　井 0 0.0 0 0 0) 0 0 0.0

周　　南 14 59.0 281,070 115,228 61,082) 396,298 379,575 104.4

防　　府 14 61.8 267,214 87,431 27,420) 354,646 343,532 103.2

山　　口 14 57.7 261,307 142,955 82,233) 404,262 403,198 100.2

宇　　部 28 61.8 302,688 66,217 42,198) 368,905 360,032 102.4

下　　関 12 65.3 256,833 155,663 119,527) 412,497 419,026 98.4

萩・長門 14 67.3 243,035 103,589 39,082) 346,267 339,244 102.0

2億円未満 1 67.0 329,000 40,000 0) 369,000 369,000 100.0

2億円以上 18 59.8 247,375 94,569 44,964) 341,944 338,592 100.9

5億円以上 19 63.8 279,242 103,071 63,877) 382,050 380,846 100.3

10億円以上 61 62.0 282,995 111,428 67,278) 394,423 384,827 102.4

0～19 0 0.0 0 0 0) 0 0 0.0

20～24 0 0.0 0 0 0) 0 0 0.0

25～29 1 27.0 226,000 164,617 84,617) 390,617 237,315 164.5

30～39 2 35.0 283,000 106,561 47,740) 389,561 332,204 117.2

40～49 10 45.5 271,790 145,208 59,811) 416,998 396,624 105.1

50～59 17 54.9 314,976 134,480 74,724) 449,457 427,869 105.0

60以上 69 67.4 267,906 92,489 56,827) 360,323 361,908 99.5

掲再は当手務勤過超、円 位単士築建級１）１（

区分

総
括

一
般

男

の
内
訳

役
員
兼
務

一
般

地
区
別

完
成
工
事
高
別

年
齢
別

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(


